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家
族
同
様
に
12
年
間
過
ご
し
た
愛
犬

が
、過
日
、癌
に
よ
り
虹
の
橋
を
渡
っ
た
。

　
「
ペ
ッ
ト
ロ
ス
」
と
い
う
言
葉
が
、

日
本
で
も
使
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
久

し
い
。
家
族
の
一
員
と
し
て
育
て
ら
れ

た
ペ
ッ
ト
を
失
っ
た
こ
と
に
よ
る
深
い

喪
失
感
や
悲
し
み
を
指
し
て
い
る
。
ペ

ッ
ト
と
暮
ら
す
人
で
あ
れ
ば
誰
も
に
起

こ
り
う
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
が
、
日

常
生
活
に
支
障
を
き
た
す
ほ
ど
、
精
神

的
・
身
体
的
に
深
刻
な
問
題
を
抱
え
る

場
合
も
あ
る
。

　

ペ
ッ
ト
ロ
ス
を
乗
り
越
え
る
た
め
に

は
、
別
れ
や
死
を
受
け
入
れ
る
こ
と
、

別
れ
や
死
に
よ
っ
て
引
き
起
こ
さ
れ
る

感
情
や
生
活
の
変
化
と
上
手
に
付
き
合

う
こ
と
が
重
要
と
言
わ
れ
て
い
る
。

　

人
に
よ
っ
て
は
、
ペ
ッ
ト
は
愛
情
と

喜
び
を
も
た
ら
す
特
別
な
存
在
で
あ
り
、

単
な
る
動
物
の
死
や
別
れ
で
は
な
い
。

一
方
で
、
家
族
や
親
し
い
友
人
を
亡
く

し
た
と
き
と
同
様
な
深
い
悲
し
み
や
悔

い
と
い
っ
た
感
情
に
対
し
、
周
囲
の
理

解
が
得
ら
れ
な
い
こ
と
も
あ
る
。

　

人
で
あ
れ
ペ
ッ
ト
で
あ
れ
、
大
切
な

存
在
へ
の
思
い
を
多
く
の
方
が
理
解
し
、

寄
り
添
う
気
持
ち
を
持
て
れ
ば
と
思
う
。

亡
く
な
っ
た
愛
犬
か
ら
受
け
た
愛
情
に

感
謝
し
、
そ
の
絆
を
心
に
刻
み
、
こ
れ

か
ら
も
福
祉
に
携
わ
っ
て
い
き
た
い
。

京都の
福祉福祉

支える人を支える
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令
和
６
年
度

京
都
府
施
策
・
予
算
に
係
る

提
案
・
要
望
の
概
要
に
つ
い
て

　

地
域
福
祉
権
利
擁
護
事
業
は
、
判
断
能
力

に
不
安
の
あ
る
認
知
症
高
齢
者
や
障
害
者
等

の
意
思
決
定
や
地
域
で
の
日
常
生
活
を
支
援

し
て
い
ま
す
。

　

一
方
で
、
府
内
の
認
知
症
高
齢
者
は
過
去

10
年
間
で
2.3
倍
、
知
的
障
害
者
が
1.6
倍
、
精

神
障
害
者
が
1.9
倍
と
著
し
く
増
加
し
、
高
齢

者
単
身
世
帯
も
1.5
倍
に
な
り
、
制
度
の
利
用

待
機
者
も
出
て
い
ま
す
。
空
き
家
処
分
や
金

銭
管
理
支
援
等
の
問
題
も
生
じ
て
い
ま
す
。

弁
護
士
等
専
門
職
の
地
域
偏
在
等
に
よ
る
担

い
手
不
足
や
養
成
も
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

府
社
協
に
お
い
て
は
、
現
在
厚
生
労
働
省

の
「
持
続
可
能
な
権
利
擁
護
支
援
モ
デ
ル
事

業
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
今
後
一
層
の
増

加
が
見
込
ま
れ
る
地
域
に
お
け
る
権
利
擁
護

生
活
に
困
窮
す
る
府
民
の

地
域
生
活
課
題
に
対
応
す
る

た
め
の
連
携
強
化
に
つ
い
て

　

社
会
福
祉
協
議
会
が
実
施
し
た
生
活
福
祉

資
金
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
特
例
貸
付
は
、

令
和
４
年
９
月
末
に
新
規
受
付
が
終
了
し
て
、

令
和
５
年
１
月
か
ら
償
還
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　

こ
の
貸
付
は
、
住
民
税
非
課
税
の
世
帯
に

つ
い
て
は
償
還
免
除
さ
れ
、
９
月
末
ま
で
に

半
数
以
上
の
方
が
償
還
免
除
と
な
っ
て
い
ま

す
。
一
方
、
府
社
協
や
市
町
村
社
協
の
窓
口

に
は
、
償
還
免
除
の
基
準
に
は
該
当
し
な
い

　

慢
性
的
な
人
材
不
足
に
悩
む
社
会
福
祉
法

人
・
福
祉
施
設
に
お
い
て
、
人
材
確
保
の
た

め
の
賃
金
引
き
上
げ
や
就
職
フ
ェ
ア
・
就
職

相
談
会
の
開
催
、
広
報
活
動
の
充
実
等
の
方

へ
の
ニ
ー
ズ
に
対
応
す
る
と
と
も
に
、
本
人

の
困
り
ご
と
へ
の
切
れ
目
の
な
い
対
応
を
行

い
、
身
寄
り
の
な
い
高
齢
者
も
障
害
者
も
誰

も
が
安
心
し
て
地
域
に
住
み
続
け
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
、
現
行
の
「
地
域
福
祉
権
利
擁

護
事
業
」
に
「
成
年
後
見
制
度
」
と
「
多
様

な
権
利
擁
護
支
援
メ
ニ
ュ
ー
（
身
元
保
証
・

簡
単
な
金
銭
管
理
・
死
後
事
務
委
任
等
）」

を
加
え
て
三
位
一
体
的
実
施
が
で
き
る
総
合

的
な
権
利
擁
護
シ
ス
テ
ム
の
構
築
と
支
援
を

京
都
府
に
提
案
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
現
行
の
地
域
福
祉
権
利
擁
護
事
業

に
つ
い
て
、
京
都
府
が
誇
り
と
し
て
き
た
全

国
唯
一
の
住
民
税
非
課
税
利
用
者
へ
の
利
用

料
補
助
の
継
続
、
利
用
料
の
全
国
平
均
並
み

へ
の
引
き
上
げ
、
市
町
村
社
協
に
設
置
さ
れ

て
い
る
専
門
員
と
生
活
支
援
員
の
処
遇
改
善

及
び
業
務
執
行
経
費
の
増
額
を
強
く
要
請
し

て
い
ま
す
。

福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
質
と
働
く
環
境
を

高
め
る
ロ
ボ
ッ
ト
化
や
I
C
T
等
の

活
用
に
よ
る
生
産
性
の
向
上
に
つ
い
て

　

少
子
高
齢
化
や
人
口
減
少
の
進
展
等
、
地

域
経
済
の
衰
退
や
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
変
化

に
よ
り
、
家
族
の
結
び
つ
き
や
地
域
の
繋
が

り
の
希
薄
化
が
危
惧
さ
れ
て
い
ま
す
。
一
方

で
、
一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者
や
障
害
者
の
見

守
り
・
声
か
け
・
子
育
て
家
庭
と
の
交
流
、

ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
の
サ
ポ
ー
ト
、
子
ど
も
の

居
場
所
づ
く
り
、
移
動
・
外
出
支
援
、
ひ
き

こ
も
り
・
虐
待
へ
の
対
応
な
ど
、
地
域
福
祉

ニ
ー
ズ
が
多
様
化
・
複
雑
化
し
て
い
ま
す
。

助
け
合
い
意
識
の
醸
成
、
地
域
で
の
支
え
合

い
活
動
、
地
域
住
民
が
丸
ご
と
自
分
ご
と
と

総
合
的
な
地
域
福
祉
権
利
擁
護

シ
ス
テ
ム
の
構
築
に
つ
い
て

京
都
府
社
会
福
祉
協
議
会
の
小
畑
会
長
が
10
月
26
日
、
令
和
６
年
度
京
都
府
施

策
・
予
算
に
係
る
知
事
へ
の
要
望
書
を
、
長
谷
川
健
康
福
祉
部
長
に
提
出
し
ま

し
た
。
要
望
書
の
概
略
を
お
伝
え
し
ま
す
。

も
の
の
、
失
業
・
収
入
の
減
少
・
病
気
な
ど

に
よ
り
、
特
例
貸
付
の
償
還
が
困
難
な
世
帯

か
ら
償
還
猶
予
・
償
還
免
除
の
相
談
が
増
え

て
い
ま
す
。
コ
ロ
ナ
禍
と
急
激
な
最
近
の
物

価
高
騰
の
影
響
に
よ
り
、
経
済
的
困
窮
や
地

域
か
ら
の
孤
立
等
の
課
題
が
浮
き
彫
り
に

な
っ
て
い
ま
す
。

　

府
社
協
が
助
成
し
て
市
町
村
社
協
に
配
置

す
る
「
温
っ
た
か
京
都
・
寄
り
添
い
ワ
ー

カ
ー
」
を
中
心
に
、
特
例
貸
付
の
借
受
世
帯

を
始
め
生
活
困
窮
世
帯
へ
の
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ

プ
支
援
を
ア
ウ
ト
リ
ー
チ
で
進
め
て
お
り
、

生
活
に
困
窮
す
る
府
民
の
地
域
生
活
課
題
に

対
応
し
て
い
ま
す
。

　

府
保
健
所
や
市
福
祉
事
務
所
、
ハ
ロ
ー

ワ
ー
ク
、
社
会
福
祉
協
議
会
、
生
活
困
窮
者

自
立
相
談
支
援
機
関
、
社
会
福
祉
法
人
・
福

祉
施
設
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
、
外
国
人
支

援
団
体
等
が
一
体
と
な
っ
て
取
り
組
み
を
進

め
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
な
体
制
づ
く
り
に

つ
い
て
、
京
都
府
が
支
援
し
て
い
た
だ
く
こ

と
を
提
案
し
て
い
ま
す
。

　

併
せ
て
、
こ
れ
ら
の
活
動
に
対
す
る
助
成

と
一
層
の
連
携
強
化
を
要
請
し
て
い
ま
す
。

策
が
重
要
で
す
が
、
さ
ら
に
質
の
高
い
福
祉

サ
ー
ビ
ス
の
提
供
や
働
き
が
い
の
あ
る
職
場

づ
く
り
を
進
め
る
た
め
に
は
、
福
祉
現
場

に
お
い
て
ロ
ボ
ッ
ト
化
・
デ
ジ
タ
ル
化
や

I
C
T
等
の
活
用
を
推
進
す
る
こ
と
が
必

要
で
す
。

　

福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
質
の
向
上
と
働
く
環
境

を
改
善
す
る
た
め
の
福
祉
現
場
に
お
け
る
ロ

ボ
ッ
ト
等
の
導
入
は
、
多
額
の
資
金
や
知
見

が
必
要
と
な
る
の
で
、
社
会
福
祉
法
人
・
福

祉
施
設
だ
け
で
は
困
難
を
伴
い
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
京
都
府
に
お
い
て
①
ロ
ボ
ッ

ト
導
入
に
対
す
る
助
成
、
②
生
産
性
向
上
を

サ
ポ
ー
ト
す
る
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
の
派
遣
、

③
ロ
ボ
ッ
ト
導
入
に
係
る
相
談
窓
口
の
開
設
、

絆
ネ
ッ
ト
を
始
め
地
域
住
民
等
が

力
を
発
揮
す
る
福
祉
活
動
へ
の

支
援
に
つ
い
て

　

コ
ロ
ナ
禍
で
も
明
ら
か
に
な
っ
た
よ
う
に
、

保
育
施
設
や
福
祉
・
介
護
施
設
が
十
分
に
機

能
し
な
い
と
、
家
族
が
仕
事
に
従
事
す
る
こ

と
に
支
障
が
生
じ
ま
す
。
福
祉
・
介
護
施
設

は
、
ま
さ
し
く
社
会
の
イ
ン
フ
ラ
で
あ
り
、

経
済
成
長
の
エ
ン
ジ
ン
で
あ
る
と
い
え
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
４
ペ
ー
ジ
の
グ
ラ
フ
（
物

価
高
騰
等
ア
ン
ケ
ー
ト
）
で
明
ら
か
な
よ
う

に
京
都
府
内
の
社
会
福
祉
法
人
・
福
祉
施
設

の
経
営
は
、
収
入
が
法
定
価
格
で
決
め
ら
れ

て
お
り
、
賃
金
上
昇
や
物
価
高
騰
に
よ
り
大

変
困
難
な
状
況
に
あ
り
ま
す
。
こ
の
た
め
、

福
祉
・
介
護
職
員
に
対
す
る
賃
金
格
差
の
拡

大
と
物
価
高
騰
に
よ
る
負
担
増
に
対
す
る
緊

急
的
な
助
成
金
の
交
付
と
国
補
助
金
の
増
嵩

に
係
る
国
へ
の
働
き
か
け
並
び
に
、
令
和

6
年
度
の
介
護
・
障
害
福
祉
報
酬
、
公
定

価
格
、
措
置
費
等
の
基
本
報
酬
の
同
時
改
定

に
向
け
て
、
福
祉
・
介
護
施
設
の
経
営
が
継

続
的
・
安
定
的
に
確
保
で
き
る
報
酬
改
定
に

係
る
国
に
対
す
る
働
き
か
け
を
要
請
し
て
い

ま
す
。

災
害
ボ
ラ
ン
ティ
ア
セ
ン
タ
ー
や

D
W
A
T
活
動
強
化
の
た
め
の

公
費
の
拡
充
に
つ
い
て

　

災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
の
設
置
・

運
営
、
D
W
A
T
の
先
遣
派
遣
や
事
務
局

運
営
に
係
る
経
費
に
つ
い
て
公
費
に
よ
る
支

援
が
得
ら
れ
る
こ
と
並
び
に
災
害
発
生
時
に

「
福
祉
」
が
応
急
救
助
の
枠
組
み
に
位
置
づ

け
ら
れ
る
よ
う
、
災
害
法
制
等
の
改
正
に
つ

い
て
国
へ
の
働
き
か
け
を
要
請
し
て
い
ま
す
。

併
せ
て
、
平
常
時
に
お
け
る
研
修
・
訓
練
に

要
す
る
経
費
の
確
保
に
つ
い
て
も
要
請
し
て

い
ま
す
。

し
て
力
を
発
揮
で
き
る
取
り
組
み
が
一
層
重

要
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

包
括
的
な
支
援
体
制
の
基
盤
で
あ
る
絆

ネ
ッ
ト
に
よ
る
活
動
を
さ
ら
に
充
実
す
る
た

め
の
支
援
を
要
請
し
て
い
ま
す
。

福祉の質向上と
働く環境を高める
生産性向上センター

（仮称）

社会福祉法人
福祉施設

○相談窓口の設置、研修会の開催、
　コンサルタントの派遣
○企業や大学等との共同研究

○ロボット導入と
　IT 化推進資金の助成

京都府

④
ロ
ボ
ッ
ト
導
入
・
活
用
に
係
る
研
修
会
の

開
催
、
⑤
企
業
や
大
学
と
の
共
同
研
究
な
ど
、

こ
れ
ら
を
推
進
す
る
た
め
の
基
盤
整
備
を
整

備
い
た
だ
く
こ
と
を
提
案
し
て
い
ま
す
。

　

京
都
府
が
こ
の
よ
う
な
生
産
性
向
上
を
図

る
た
め
の
施
策
を
先
進
的
に
進
め
、
同
時
に

人
材
を
確
保
・
養
成
し
て
い
け
ば
、
京
都
の

福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
質
が
向
上
し
、
職
員
の
賃

金
も
上
げ
る
こ
と
が
で
き
、
担
い
手
不
足
が

緩
和
し
て
、
働
き
方
改
革
を
行
い
、
働
く
環

境
を
高
め
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

　

同
時
に
、
こ
の
よ
う
な
投
資
が
ロ
ボ
ッ
ト

産
業
や
デ
ジ
タ
ル
産
業
を
京
都
に
集
積
さ
せ

て
い
く
可
能
性
に
も
繋
が
り
ま
す
。「
福
祉
」

と
「
産
業
」、
両
利
き
の
施
策
が
必
要
で
あ

る
と
考
え
て
い
ま
す
。

物
価
高
騰
の
影
響
に
よ
る
社
会
福
祉

法
人
・
福
祉
施
設
へ
の
支
援
に
つ
い
て

成年後見制度（法人後見）
市社協
（市部）

京都府社協
町村社協
（町村部）社会福祉法人

地域福祉権利擁護事業
（府社協が市町村社協に委託）

多様な権利擁護支援メニュー
（例）身元保証、居住支援
簡易な金銭管理、死後事務委任

地域福祉
権利擁護事業
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収支状況が悪化している
収支状況が悪化している

収支状況は
変わらない

大幅に悪化
している

好転している

収支状況は
変わらない

大幅に悪化
している

14％

50％ 47.8％

33.7％

16.3％

2.2％

36％

　

法
人
の
経
営
状
況
に
つ
い
て
は
「
収
支
状

況
が
大
幅
に
悪
化
し
て
い
る
」
が
16
・
3
％
、

「
収
支
状
況
が
悪
化
し
て
い
る
」が
47
・
8
％
、

合
わ
せ
て
64
・
1
％
の
法
人
が
「
収
支
状
況

が
悪
化
」
し
た
と
回
答
し
て
お
り
、
経
営
実

態
が
昨
年
度
か
ら
さ
ら
に
厳
し
く
な
っ
て
い

ま
す
。（
図
１
参
照
）

　

今
年
度
新
規
項
目
の「
法
人
全
体
の
収
支
」

に
つ
い
て
は
、
法
人
・
施
設
の
約
4
割
か

ら
赤
字
経
営
で
あ
っ
た
と
い
う
回
答
が
あ
り

ま
し
た
。（
図
２
参
照
）

　

こ
の
よ
う
な
厳
し
い
状
況
下
の
も
と
、
多

く
の
法
人
・
施
設
が
節
電
や
省
エ
ネ
機
械
の

導
入
等
に
よ
る
工
夫
や
内
部
留
保
の
取
崩
し

に
よ
り
経
営
を
継
続
し
て
い
ま
す
。
利
用
者

負
担
へ
の
転
嫁
を
し
て
い
る
法
人
は
約
2.5
割

で
し
た
。
社
会
福
祉
法
人
・
福
祉
施
設
の
収

入
が
公
定
価
格
で
定
め
ら
れ
て
い
る
の
で
、

支
出
の
削
減
に
よ
り
物
価
高
騰
に
対
応
す
る

こ
と
は
利
用
者
へ
の
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
低
下

に
繋
が
る
恐
れ
が
あ
り
、
利
用
者
へ
の
支
援

に
対
し
て
高
い
使
命
感
を
持
っ
て
運
営
を
継

続
し
て
い
る
こ
と
が
垣
間
見
え
ま
す
。

本
会
で
は
、
継
続
す
る
物
価
高
騰
や
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
を
中
心
に
社
会
福
祉

法
人
・
福
祉
施
設
の
経
営
の
調
査
を
昨
年
度
に
引
き
続
き
、
京
都
府
社
会
福
祉
法
人
経
営

者
協
議
会
と
共
同
で
、
両
団
体
の
会
員
法
人
（
４
０
９
法
人
）
を
対
象
に
調
査
を
行
い
ま

し
た
。（
回
答
法
人
：
92
法
人　

回
答
率
：
22
・
5
％
）

法
人
・
施
設
の
経
営
・
負
担
が

よ
り
深
刻
に

社
会
福
祉
法
人
・
施
設
運
営
に
お
け
る
　
　
　

今
年
度
調
査
に
つ
い
て

特に影響はない
はい

業務の負担が増えた
いいえ業務の負担が減少した
NA費用の負担が増えた

費用の負担が減少した

回答数
回答数 割 合39
23 25%

7
50 54%20
19 21%12

2

物価高騰等アンケートを昨年度に引き続き実施

【令和5年度】

（図１）

（複数選択可）
（図2）

【令和4年度】

【法人全体の収支】
新型コロナウイルス５類感染症への

位置付け変更の影響について
利用者負担金を改訂した

6割の社会福祉法人・福祉施設が

 収支状況の悪化と回答！

赤字経営黒字経営

収支均衡

39.1％33.7％

27.2％

　

自
由
記
載
欄
か
ら
、
次
の
よ
う
な
苦
渋
の

対
応
を
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

「
食
料
品
の
相
次
ぐ
値
上
げ
が
影
響
し
て
く

る
の
で
、
必
要
な
栄
養
や
カ
ロ
リ
ー
値
を
落

と
さ
ず
に
、
な
る
べ
く
食
材
の
安
い
業
者
か

ら
の
仕
入
れ
を
検
討
す
る
。」

「
給
食
業
者
か
ら
牛
乳
の
値
上
が
り
に
対
し

て
乳
製
品
の
代
替
品
の
提
案
が
あ
っ
た
が
、

安
価
を
求
め
る
と
今
後
は
健
康
面
に
影
響
を

及
ぼ
さ
な
い
か
心
配
す
る
。」

　

一
方
で
、今
回
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
で
は
、

「
事
業
の
縮
小
」
を
検
討
し
て
い
る
法
人
・

施
設
が
20
・
6
％
（
昨
年
度
4.2
％
）
あ
り
昨

年
度
か
ら
大
幅
に
増
加
し
て
い
ま
す
。

　

物
価
高
騰
の
長
期
化
に
よ
り
、
こ
れ
以
上

の
対
応
が
困
難
に
な
っ
て
き
て
い
る
こ
と
を

示
し
て
い
ま
す
。
法
人
・
施
設
は
様
々
な
工

夫
に
よ
る
経
営
努
力
で
事
業
を
遂
行
し
て
い

ま
す
が
、
個
々
の
努
力
で
は
継
続
が
難
し
い

局
面
に
来
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ま
で
の

福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
維
持
や
更
な
る
質
の
向
上

の
た
め
に
、
物
価
高
騰
に
対
す
る
行
政
支
援

の
一
層
の
拡
充
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
は
、「
５

類
」
に
移
行
し
、
基
本
的
感
染
対
策
に
つ
い

て
政
府
が
一
律
に
対
応
を
求
め
る
こ
と
も
な

く
な
り
ま
し
た
。
感
染
対
策
の
実
施
に
つ
い

て
は
個
人
・
事
業
者
の
判
断
が
基
本
と
な
り

ま
し
た
が
、
高
齢
者
な
ど
重
症
化
リ
ス
ク
の

高
い
人
た
ち
が
集
ま
る
福
祉
現
場
に
お
い
て

は
、
施
設
内
に
お
い
て
感
染
が
拡
が
ら
な
い

よ
う
対
策
を
続
け
て
い
く
こ
と
が
必
要
と
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
の
ア
ン
ケ
ー
ト
の
新
た
な
項
目
で

あ
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
の

影
響
に
つ
い
て
、
感
染
症
法
上
5
類
移
行

に
つ
い
て
「
特
に
影
響
な
い
」
と
い
う
回
答

が
多
か
っ
た
も
の
の
、「
業
務
の
負
担
が
増

え
た
」
と
い
う
法
人
・
施
設
も
あ
り
、
ま
た

「
費
用
の
負
担
が
増
え
た
」
は
「
減
少
し
た
」

よ
り
も
多
い
こ
と
か
ら
、
目
に
見
え
な
い
負

担
が
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
こ
れ
ま
で
は
特
例
制
度
と
し
て
認

め
ら
れ
て
き
た
休
業
補
償
等
の
措
置
が
５
類

移
行
後
に
廃
止
さ
れ
た
こ
と
で
、
費
用
負
担

が
増
大
し
、
法
人
・
施
設
の
経
営
に
影
響
が

生
じ
て
い
ま
す
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
に
対
し
て
、
社
会
福
祉
施
設
は
引
き
続

き
厳
重
な
感
染
対
策
を
求
め
ら
れ
る
こ
と
か

ら
、
福
祉
現
場
に
お
け
る
こ
れ
ら
対
応
に
つ

い
て
も
行
政
の
継
続
的
な
補
助
等
支
援
が
求

め
ら
れ
ま
す
。

　

今
回
の
ア
ン
ケ
ー
ト
に
は
人
材
確
保
に
つ

い
て
の
項
目
を
設
け
て
い
ま
せ
ん
で
し
た

が
、「
福
祉
人
材
の
確
保
と
処
遇
改
善
」
を

挙
げ
る
回
答
が
多
く
あ
り
ま
し
た
。

「
報
酬
が
公
定
価
格
で
定
め
ら
れ
て
い
る
以

上
、
職
員
の
待
遇
改
善
は
そ
れ
ぞ
れ
の
施
設

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
５
類
移
行
の
影
響

「
事
業
縮
小
」
を

検
討
し
て
い
る
施
設
も

と
し
て
は
限
界
が
あ
る
。
最
近
の
物
価
高
で

実
質
賃
金
は
マ
イ
ナ
ス
に
な
っ
て
い
る
。」

「
慢
性
的
な
人
材
不
足
に
あ
り
（
特
に
介
護

支
援
専
門
員
・
社
会
福
祉
士
等
の
専
門
員
）、

潜
在
的
な
有
資
格
者
の
掘
り
起
こ
し
及
び
就

業
に
向
け
た
対
策
強
化
を
希
望
す
る
。」

「
処
遇
改
善
が
大
切
で
あ
る
が
、
基
本
の
報

酬
単
価
の
底
上
げ
が
な
い
と
、
必
要
な
こ
と

が
で
き
な
く
な
る
。」

　

福
祉
サ
ー
ビ
ス
に
対
す
る
需
要
の
増
大
・

多
様
化
が
ま
す
ま
す
進
ん
で
い
る
中
で
、
福

祉
人
材
の
確
保
は
喫
緊
の
課
題
で
す
。
福
祉

従
事
者
に
対
し
て
、
全
産
業
と
の
賃
金
格
差

の
是
正
の
た
め
に
令
和
４
年
２
月
か
ら
収
入

３
％
程
度
の
処
遇
改
善
が
講
じ
ら
れ
ま
し
た

が
、
今
期
の
春
闘
の
動
き
も
あ
り
、
他
産
業

と
の
賃
金
の
差
が
更
に
生
じ
て
い
ま
す
。

　

全
国
社
会
福
祉
法
人
経
営
者
協
議
会
の
資

料
で
は
、今
春
闘
で
3
・
58
％
賃
金
が
上
が
っ

た
が
、
給
与
全
産
業
平
均
に
比
べ
保
育
士
は

5.5
万
円
、
介
護
職
員
は
8.1
万
円
の
差
が
あ
る

と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

法
人
経
営
と
し
て
は
物
価
高
騰
の
支
出
増

に
加
え
、
さ
ら
に
10
月
か
ら
最
低
賃
金
が
引

き
上
げ
ら
れ
、
人
件
費
の
増
加
が
生
じ
て
い

ま
す
。
エ
ッ
セ
ン
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
で
あ
る

介
護
・
福
祉
・
保
育
で
働
く
職
員
の
賃
金
が

適
正
な
水
準
ま
で
引
き
上
げ
る
こ
と
が
で
き

な
け
れ
ば
、
福
祉
現
場
に
お
け
る
必
要
な
人

材
確
保
が
で
き
ま
せ
ん
。
こ
れ
ら
職
員
に
対

し
て
一
時
的
な
補
助
金
等
で
な
く
、
基
本
的

給
与
財
源
の
引
き
上
げ
が
必
要
で
あ
り
、
そ

れ
が
地
域
福
祉
を
守
る
た
め
に
大
切
で
す
。

　

こ
れ
ま
で
京
都
府
社
会
福
祉
協
議
会
に
お

い
て
は
、
京
都
府
社
会
福
祉
法
人
経
営
者
協

議
会
な
ど
福
祉
施
設
を
運
営
す
る
団
体
等
と

連
携
し
な
が
ら
、
京
都
府
を
通
じ
て
社
会
福

祉
法
人
・
福
祉
施
設
の
実
態
を
伝
え
、
福
祉

予
算
の
拡
充
を
要
請
し
て
き
ま
し
た
。

　

次
年
度
は
介
護
・
障
害
報
酬
、
保
育
の
公

定
価
格
や
措
置
費
の
改
定
が
予
定
さ
れ
て
い

ま
す
が
、
物
価
高
騰
等
が
続
く
社
会
福
祉
法

人
・
福
祉
施
設
の
経
営
を
守
る
た
め
に
も
増

額
改
定
が
必
要
で
す
。

　

京
都
府
民
の
生
活
に
欠
か
せ
な
い
福
祉
を

守
っ
て
い
く
た
め
に
本
会
と
し
て
も
引
き
続

き
京
都
府
や
国
に
対
し
て
関
係
団
体
と
と
も

に
要
望
を
粘
り
強
く
続
け
て
い
き
ま
す
。

行
政
へ
の
要
望

福
祉
人
材
の
確
保
に
つ
い
て
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新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
５
類
へ

と
移
行
さ
れ
、
私
た
ち
の
日
常
が
コ
ロ
ナ
禍

以
前
に
戻
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な

中
、
コ
ロ
ナ
禍
を
経
て
、
新
た
に
生
み
出
さ

れ
た
取
り
組
み
や
、
気
付
く
こ
と
が
で
き
た

価
値
観
や
思
い
を
こ
れ
か
ら
の
社
会
づ
く
り

に
活
か
し
た
い
と
考
え
、
本
連
載
は
７
月
に

ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。 

　

第
１
回
で
は
高
齢
・
児
童
・
障
害
の
各
福

祉
施
設
の
若
手
経
営
者
の
方
々
に
、
第
２
回

で
は
地
域
の
活
動
者
と
市
町
村
社
協
職
員
の

方
々
に
話
を
う
か
が
い
ま
し
た
。
福
祉
の
現

場
の
第
一
線
で
支
援
し
て
き
た
職
員
の
思
い

や
、
生
活
様
式
が
変
わ
り
ゆ
く
地
域
で
、
自

分
た
ち
に
何
が
で
き
る
か
試
行
錯
誤
を
繰
り

返
し
て
き
た
過
程
を
お
聞
き
す
る
中
で
、
支

援
の
先
に
い
る
地
域
で
暮
ら
す
人
た
ち
の
し

　

日
本
で
暮
ら
す
外
国
人
家
族
の
た
め
の
居

場
所
づ
く
り
は
あ
ま
り
進
ん
で
い
ま
せ
ん
。

先
駆
的
に
居
場
所
づ
く
り
を
進
め
、
支
援
団

体
T
A
B
U
N
K
O
を
立
ち
上
げ
た
﨑
ミ

チ
さ
ん
に
お
話
を
お
伺
い
し
ま
し
た
。

 

【
コ
ロ
ナ
禍
で
大
変
だ
っ
た
こ
と
、
得
ら
れ

た
こ
と
】

　

人
と
の
交
流
が
減
り
、
孤
独
に
感
じ
る
人

が
多
か
っ
た
で
す
。
T
A
B
U
N
K
O
で

は
読
み
聞
か
せ
イ
ベ
ン
ト
等
を
コ
ロ
ナ
禍
で

も
実
施
し
て
い
ま
し
た
が
、
定
員
を
超
え
る

家
族
の
方
に
お
越
し
い
た
だ
い
た
こ
と
も
あ

り
ま
し
た
。
イ
ベ
ン
ト
が
家
族
に
と
っ
て
の

拠
り
所
に
な
っ
て
い
た
よ
う
に
感
じ
ま
す
。

　

顔
を
合
わ
せ
て
の
情
報
交
換
が
出
来
な
く

な
り
、
S
N
S
で
情
報
を
得
よ
う
と
し
た

と
こ
ろ
、
ど
こ
を
見
れ
ば
よ
い
か
分
か
ら
ず
、

困
っ
た
と
い
う
話
も
聞
き
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ

禍
に
か
か
わ
ら
ず
、
何
か
困
っ
た
こ
と
が

あ
っ
た
時
等
に
役
所
等
へ
行
っ
て
も
、
外
国

語
の
資
料
が
な
い
場
合
も
あ
り
、
寂
し
さ
を

感
じ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
外
国
語
の
資
料

を
は
じ
め
、
や
さ
し
い
日
本
語
で
書
か
れ
た

資
料
や
フ
リ
ガ
ナ
の
あ
る
資
料
が
増
え
て
い

く
と
嬉
し
い
で
す
。

【
こ
れ
か
ら
の
社
会
に
期
待
す
る
こ
と
】

　

日
本
で
暮
ら
す
外
国
人
は
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
に
悩
む
こ
と
が
多
い
で
す
。
自
分
の

言
い
た
い
こ
と
が
表
現
で
き
な
い
場
合
や
、

相
手
が
話
を
く
み
取
ろ
う
と
し
て
く
れ
な
い

場
合
も
あ
り
、「
相
手
に
伝
わ
ら
な
い
の
で

は
な
い
か
」
と
い
う
不
安
か
ら
相
談
で
き
な

い
人
が
多
く
い
ま
す
。

　

ま
た
、
母
国
と
の
文
化
の
違
い
も
悩
み
の

一
つ
で
す
。
Ｔ
Ａ
Ｂ
Ｕ
Ｎ
Ｋ
Ｏ
に
来
る
方
は
、

子
ど
も
が
日
本
で
進
学
、
生
活
し
て
い
く
中

で
、
子
ど
も
と
母
国
語
で
話
し
た
ま
ま
で
よ

い
の
か
、
母
国
の
文
化
で
子
育
て
を
し
て
よ

い
の
か
悩
ん
で
い
る
方
が
多
い
で
す
。

コ
ロ
ナ
禍
で
施
設
内
で
の
感
染
拡
大
を
防
止

す
る
た
め
外
出
の
一
切
が
禁
止
さ
れ
ま
し
た
。

年
に
３
回
あ
る
帰
省
（
数
日
間
家
に
帰
り
家

族
と
過
ご
す
機
会
）
も
中
止
と
な
り
、
子
ど

も
た
ち
が
頑
張
る
目
標
の
多
く
が
制
限
さ
れ

ま
し
た
。
た
だ
で
さ
え
制
限
の
あ
る
生
活
の

中
で
、
更
に
制
限
が
か
か
り
、
休
校
中
は
24

時
間
一
緒
に
生
活
す
る
こ
と
の
ス
ト
レ
ス
も

大
き
く
あ
り
ま
し
た
。
家
族
を
招
く
こ
と
の

で
き
る
施
設
内
の
文
化
祭
も
、
人
数
の
制
限

が
設
け
ら
れ
、
兄
弟
に
会
う
こ
と
も
叶
い
ま

せ
ん
で
し
た
。

　

施
設
職
員
と
し
て
も
、
ど
う
す
れ
ば
施
設

で
の
生
活
が
楽
し
く
で
き
る
の
か
工
夫
を
凝

ら
す
日
々
で
し
た
。
給
食
棟
で
作
ら
れ
て
い

ん
ど
さ
や
辛
さ
が
た
く
さ
ん
あ
っ
た
こ
と
を

知
り
ま
し
た
。

　

コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
、
本
会
で
は
生
活
福

祉
資
金
特
例
貸
付
制
度
を
は
じ
め
と
す
る

様
々
な
支
援
を
通
じ
、
多
く
の
人
の
し
ん
ど

さ
や
辛
さ
に
寄
り
添
っ
て
き
ま
し
た
。
で
す

が
、
私
た
ち
が
ま
だ
聞
く
こ
と
が
で
き
て
い

な
い
当
事
者
の
方
の
声
が
あ
る
の
で
は
な
い

か
と
い
う
思
い
が
芽
生
え
る
と
と
も
に
、
そ

の
よ
う
な
声
も
と
り
こ
ぼ
さ
ず
に
、
一
緒
に

地
域
づ
く
り
を
進
め
て
い
く
こ
と
の
大
切
さ

を
改
め
て
感
じ
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
、
今
回
の
第
３
回
で
は
、
中
で
も

「
外
国
人
」「
児
童
自
立
支
援
施
設
職
員
と
児

童
」「
視
覚
障
害
者
」
の
当
事
者
の
方
々
に

注
目
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
か
ら
感
じ
た
コ

ロ
ナ
禍
で
の
生
活
の
変
化
や
、
そ
の
時
の
思

い
を
お
聞
き
し
ま
し
た
。

　

児
童
自
立
支
援
施
設
と
は
、
不
良
行
為
を

行
な
っ
た
、
ま
た
は
す
る
お
そ
れ
の
あ
る
児

童
な
ど
の
自
立
を
支
援
す
る
入
所
施
設
で
す
。

　

児
童
た
ち
は
施
設
の
敷
地
内
に
あ
る
学
校

に
通
い
、
そ
れ
ぞ
れ
の
寮
で
生
活
を
し
ま
す
。

京
都
府
立
淇
陽
学
校
は
小
舎
夫
婦
制
で
、
実

際
の
夫
婦
が
寮
長
・
寮
母
と
な
り
本
当
の
家

族
の
よ
う
に
児
童
た
ち
と
生
活
し
て
い
ま
す
。

今
回
は
寮
長
・
寮
母
の
大
林
先
生
と
、
そ
こ

で
暮
ら
す
児
童
５
名
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

【
コ
ロ
ナ
禍
で
大
変
だ
っ
た
こ
と
、
得
ら
れ

た
こ
と
】

　

月
に
一
度
、
施
設
の
外
で
買
い
物
な
ど
を

す
る
社
会
体
験
学
習
が
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、

コロ
ナ
明
け
の

時
代
を
ど
う
創
る
か

こ
の
特
集
は
、
コ
ロ
ナ
禍
以
前
の
生
活
に
戻
り
つ
つ
あ
る
中
、
コ
ロ

ナ
禍
で
の
経
験
を
忘
れ
ず
、
こ
れ
か
ら
の
時
代
に
つ
な
げ
て
い
く
こ

と
を
テ
ー
マ
と
し
て
い
ま
す
。
今
号
で
は
さ
ま
ざ
ま
な
「
当
事
者
」

の
方
た
ち
に
フ
ォ
ー
カ
ス
し
、
コ
ロ
ナ
禍
で
の
生
活
の
実
際
を
経
験

を
基
に
お
話
し
い
た
だ
き
ま
し
た
。

「
取
り
こ
ぼ
さ
な
い
支
援
の
た
め
に
」

コロ
ナ
蔓
延
中
、当
事
者
の
く
ら
し
は

第３回

　

私
も
同
じ
よ
う
に
悩
み
を
抱
え
て
お
り
、

過
去
に
子
育
て
サ
ー
ク
ル
の
チ
ラ
シ
を
見
て
、

「
誰
か
と
つ
な
が
り
た
い
」
と
思
い
な
が
ら

も
、
サ
ー
ク
ル
に
行
く
気
が
起
き
ま
せ
ん
で

し
た
。
日
本
で
暮
ら
す
外
国
人
の
居
場
所
づ

く
り
は
あ
ま
り
進
ん
で
い
ま
せ
ん
。
気
軽
に

悩
み
を
相
談
し
あ
え
る
よ
う
な
居
場
所
が
増

え
て
い
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
自
治
会
や
町
内
会
に
入
っ
て
、
自

身
も
地
域
で
何
か
し
た
い
と
思
う
外
国
人
は

多
い
で
す
が
、
地
域
の
ル
ー
ル
や
地
域
活
動

へ
の
参
加
方
法
が
分
か
ら
ず
、
参
加
し
た
く

て
も
で
き
な
い
人
が
い
ま
す
。
様
々
な
文
化

や
背
景
を
持
っ
た
人
が
地
域
で
暮
ら
す
こ
と

に
つ
い
て
の
理
解
を
広
め
、
誰
も
が
暮
ら
し

や
す
い
地
域
を
実
現
す
る
た
め
に
何
を
し
て

い
く
の
か
、
前
向
き
に
考
え
ら
れ
る
社
会
に

な
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

コ
ロ
ナ
に
よ
り
失
業
し
た
人
な
ど
を
対
象
と
し
た
生
活
福
祉
資
金
特
例
貸

付
制
度
で
は
、
外
国
人
の
方
の
貸
付
が
大
幅
に
増
加
し
ま
し
た
。
多
く
の

方
を
救
え
た
と
い
う
見
方
が
で
き
る
一
方
、
日
本
と
い
う
異
国
で
の
暮
ら

し
に
慣
れ
ず
、
困
っ
て
い
て
も
Ｓ
Ｏ
Ｓ
を
発
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
方
も

ま
だ
ま
だ
い
る
の
で
は
な
い
か
と
想
像
し
ま
し
た
。
今
後
の
外
国
人
の

方
々
へ
の
支
援
を
考
え
て
い
け
る
よ
う
今
回
、取
材
に
行
っ
て
き
ま
し
た
。

過
去
自
分
自
身
も
児
童
福
祉
の
制
度
に
助
け
ら
れ
た
こ
と
が
あ
り
、
そ
の

時
に
児
童
自
立
支
援
施
設
の
存
在
を
知
り
ま
し
た
。福
祉
を
学
ぶ
過
程
や
、

今
、
京
都
の
福
祉
に
仕
事
で
携
わ
る
中
で
も
、
児
童
自
立
支
援
施
設
に
関

わ
れ
る
機
会
と
い
う
の
は
、
あ
ま
り
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
こ
で
、
施

設
の
中
で
頑
張
っ
て
い
る
子
ど
も
た
ち
や
、
そ
の
支
え
と
な
っ
て
い
る
先

生
の
話
を
聞
き
た
い
と
考
え
、
取
り
上
げ
ま
し
た
。

コ
ロ
ナ
禍
で
ソ
ー
シ
ャ
ル
デ
ィ
ス
タ
ン
ス
と
し
て
接
触
を
控
え
る
よ
う
呼

び
か
け
ら
れ
、
ご
高
齢
の
方
や
、
小
さ
な
子
ど
も
を
連
れ
た
方
、
そ
し
て

白
杖
を
持
つ
方
な
ど
、
こ
れ
ま
で
何
気
な
く
声
を
か
け
て
い
た
方
に
対
し

て
、
変
わ
ら
ず
接
し
て
良
い
の
だ
ろ
う
か
と
迷
う
こ
と
が
多
々
あ
り
ま
し

た
。
そ
の
最
中
に
、「
視
覚
障
害
者
に
と
っ
て
、
距
離
を
保
つ
こ
と
は
容

易
で
は
な
い
」
と
い
う
こ
と
を
耳
に
し
て
、
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
お
話
し
を

伺
い
た
い
と
取
材
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

外
国
人

児
童
自
立
支
援
施
設

視
覚
に
障
害
の
あ
る
人

は
じ
め
に

研
修
課

山
本

福
祉
経
営
推
進
課

長
谷
川

地
域
福
祉
・

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
振
興
課

鈴
木

T
A
B
U
N
K
O
　
代
表
　
﨑
　
ミ
チ
さ
ん

カ
ナ
ダ
出
身
。
来
日
し
て
27
年
。
T
A
B
U
N
K
O
は

2
0
2
1
年
に
発
足
し
、
k
o
k
o
k
a
京
都
市
国
際

交
流
会
館
を
中
心
に
活
動
中
。

専
門
機
関
で
コ
ミュニ
ケ
ー
ション
難
／

イ
ベン
ト
が
家
族
の
拠
り
所
で
し
た

日
々
の
目
標
に
影
響
／“
制
限
の
中
で

の
制
限
”と
ど
う
向
き
合
う
か

に
注
目
し
た
理
由
は

に
注
目
し
た
理
由
は

に
注
目
し
た
理
由
は

児
童
自
立
支
援
施
設

外
国
人
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た
日
々
の
食
事
も
、
出
来
合
い
の
お
弁
当
が

玄
関
前
に
置
か
れ
る
形
に
な
り
、
毎
日
の
楽

し
み
で
も
あ
っ
た
ご
飯
か
ら
も
温
か
み
が
無

く
な
っ
て
寂
し
い
気
持
ち
に
な
り
ま
し
た
。

コ
ロ
ナ
禍
を
経
験
し
て
、
子
ど
も
た
ち
は
学

校
に
通
え
る
日
常
生
活
や
、
人
と
の
つ
な
が

り
の
あ
り
が
た
さ
を
再
確
認
し
ま
し
た
。

【
こ
れ
か
ら
の
社
会
に
期
待
す
る
こ
と
】

　

以
前
か
ら
閉
鎖
的
な
空
間
で
し
た
が
、
コ

ロ
ナ
禍
で
よ
り
社
会
と
の
繋
が
り
は
減
り
ま

し
た
。
淇
陽
学
校
で
生
活
す
る
子
ど
も
た
ち

は
、
自
身
の
様
々
な
背
景
か
ら
入
園
し
て
い

る
子
ど
も
が
ほ
と
ん
ど
で
す
。
し
か
し
、
そ

れ
は
子
ど
も
だ
け
の
問
題
で
は
な
く
、
家
庭

や
地
域
の
課
題
が
子
ど
も
た
ち
に
皺
寄
せ
さ

れ
た
結
果
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。
子
ど
も
た

ち
一
人
ひ
と
り
が
抱
え
て
い
る
背
景
を
認
め
、

淇
陽
学
校
と
い
う
施
設
が
存
在
す
る
こ
と
の

「
意
味
」
を
理
解
し
て
欲
し
い
と
思
い
ま
す
。

そ
し
て
、
施
設
で
の
生
活
を
通
し
て
、
自
分

自
身
と
向
き
合
い
、
頑
張
り
輝
く
子
ど
も
た

ち
の
姿
を
知
っ
て
も
ら
い
た
い
で
す
。

　

接
触
を
控
え
る
た
め
、
ス
ー
パ
ー
で
買
い

物
す
る
際
の
サ
ポ
ー
ト
を
断
ら
れ
た
と
い
う

人
も
い
ま
し
た
。

　

緊
急
事
態
宣
言
明
け
に
外
出
し
た
際
は
、

誰
か
ら
も
声
掛
け
を
し
て
も
ら
え
ず
驚
き
ま

し
た
。「
誘
導
し
た
い
が
、
触
ら
れ
る
の
が

嫌
か
も
し
れ
な
い
」
と
気
を
遣
い
す
ぎ
る
方

も
お
り
、
自
然
に
で
き
て
い
た
思
い
や
り
の

行
動
が
、
感
染
を
恐
れ
す
ぎ
る
が
故
に
難
し

く
な
っ
た
の
か
と
寂
し
か
っ
た
で
す
。

　

ま
た
、
図
書
館
で
の
対
面
読
書
サ
ー
ビ
ス

も
停
止
さ
れ
、“
自
分
の
知
り
た
い
情
報
”

を
得
る
手
段
が
断
ち
切
ら
れ
た
こ
と
も
辛

か
っ
た
で
す
。

　

そ
の
一
方
で
、
オ
ン
ラ
イ
ン
会
議
が
普
及

し
、
場
面
に
あ
わ
せ
た
活
用
が
で
き
る
よ
う

に
な
っ
た
こ
と
は
、
と
て
も
便
利
で
す
し
、

実
際
に
会
え
る
こ
と
の
尊
さ
も
教
え
て
く
れ

た
よ
う
に
感
じ
ま
す
。

【
こ
れ
か
ら
の
社
会
に
期
待
す
る
こ
と
】

　

正
確
な
情
報
の
発
信
と
日
頃
か
ら
安
心
し

て
暮
ら
せ
る
社
会
を
つ
く
る
こ
と
が
必
要
だ

と
思
い
ま
す
。
未
知
の
感
染
症
に
よ
り
報
道

も
過
熱
化
し
、
社
会
全
体
と
し
て
異
常
に
脅

さ
れ
た
印
象
が
あ
り
ま
す
。

　

京
都
府
視
覚
障
害
者
協
会
会
長
の
岡
田
多

栄
子
さ
ん
に
お
話
し
を
伺
い
ま
し
た
。
岡
田

さ
ん
は
先
天
性
の
視
覚
障
害
が
あ
り
、
幼
稚

園
か
ら
高
校
ま
で
京
都
府
立
盲
学
校
に
通
学
、

幼
少
期
か
ら
お
琴
を
習
い
、
大
阪
音
楽
大
学

に
進
学
さ
れ
ま
し
た
。
卒
業
後
は
お
琴
教
室

で
の
指
導
や
、
演
奏
活
動
を
行
っ
て
お
ら
れ

ま
す
。

【
コ
ロ
ナ
禍
で
大
変
だ
っ
た
こ
と
、
得
ら
れ

た
こ
と
】

　

緊
急
事
態
宣
言
に
よ
り
、
仕
事
が
全
く
で

き
ず
、
収
入
が
な
く
な
り
ま
し
た
。
誰
に
も

会
え
な
い
時
は
、
郵
便
物
を
見
て
も
ら
う
な

ど
の
必
要
な
代
筆
代
読
が
お
願
い
で
き
ず
困

り
ま
し
た
。

　

買
い
物
や
移
動
の
サ
ポ
ー
ト
・
図
書
館
の

読
み
書
き
サ
ー
ビ
ス
は
、
視
覚
障
害
者
に

と
っ
て
は
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の
一
つ
と
言
え
る

ほ
ど
大
切
で
す
。
非
常
事
態
に
お
い
て
も
、

当
事
者
に
と
っ
て
必
要
な
こ
と
が
適
切
に
選

択
さ
れ
る
社
会
で
あ
っ
て
ほ
し
い
で
す
。

　

実
は
、
私
が
い
つ
も
利
用
す
る
ス
ー
パ
ー

は
、
コ
ロ
ナ
禍
で
も
変
わ
ら
な
い
対
応
を
し

て
く
れ
ま
し
た
。
そ
れ
は
、
以
前
か
ら
視
覚

障
害
が
あ
る
私
に
と
っ
て
必
要
な
こ
と
が
何

か
を
理
解
し
、
快
く
接
客
し
て
く
れ
て
い
た

お
店
だ
っ
た
か
ら
だ
と
思
い
ま
す
。
日
ご
ろ

か
ら
す
べ
て
の
人
が
暮
ら
し
や
す
い
社
会
を

つ
く
っ
て
お
く
こ
と
が
、
非
常
事
態
に
備
え

る
こ
と
に
繋
が
る
と
思
い
ま
す
。

　

今
回
の
取
材
を
通
じ
て
、
私
た
ち
が
知
ら

な
か
っ
た
し
ん
ど
さ
や
思
い
を
知
り
、
ま
だ

ま
だ
本
会
で
す
べ
き
こ
と
は
た
く
さ
ん
あ
る

と
感
じ
ま
し
た
。
本
会
の
第
５
次
中
期
計
画

で
は
、
重
点
事
業
項
目
の
一
つ
と
し
て
「
多

様
性
を
認
め
合
い
、
思
い
や
り
を
大
切
に
す

る
地
域
づ
く
り
」
を
掲
げ
て
い
ま
す
。
今
回
、

お
話
を
う
か
が
っ
た
方
々
以
外
に
も
、
地
域

に
は
様
々
な
背
景
や
思
い
を
持
つ
方
が
暮
ら

し
て
い
ま
す
。
様
々
な
方
々
の
声
を
聞
く
こ

と
は
も
ち
ろ
ん
、
そ
の
声
を
一
緒
に
活
か
し

な
が
ら
地
域
づ
く
り
を
進
め
て
い
く
こ
と
を

大
切
に
し
て
ま
い
り
ま
す
。

買
い
物
の
サ
ポ
ー
ト
の
拒
絶
も
／

感
染
を
恐
れ
て
関
わ
り
が
薄
れ
る

終
わ
り
に

　

７
月
11
日
、
府
社
協
で
X
（
旧

T
w
i
t
t
e
r
）
の
ア
カ
ウ
ン
ト
を
作
成

す
る
に
あ
た
っ
て
「
S
N
S
未
経
験
の
職

員
で
も
明
日
か
ら
投
稿
で
き
る
！
」
を
テ
ー

マ
に
本
会
全
職
員
を
対
象
に
研
修
を
実
施
し

ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
は
福
祉
人
材
・
研
修
セ

ン
タ
ー
の
ア
カ
ウ
ン
ト
の
み
が
運
用
さ
れ
て

い
ま
し
た
が
、
今
回
の
研
修
後
、
府
社
協
全

体
の
ア
カ
ウ
ン
ト
を
作
成
す
る
こ
と
と
な
り
、

そ
の
第
一
歩
と
し
て
研
修
は
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　

S
N
S
検
討
チ
ー
ム
で
は
、
X
を
新
し

い
つ
な
が
り
を
得
ら
れ
る
場
と
し
て
捉
え
直

し
、
短
期
目
標
や
中
期
目
標
を
設
定
し
た

ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
作
成
な
ど
も
行
い
ま
し
た
。

　

府
社
協
S
N
S
を
入
口
と
し
て
、
本
会

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
閲
覧
に
つ
な
が
る
よ
う
な

運
用
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

　
「
S
N
S
を
通
じ
て
、
府
社
協
と
他
法
人

や
団
体
、
府
民
同
士
の
つ
な
が
れ
る
新
し
い

場
づ
く
り
」
を
大
き
な
狙
い
と
し
、
S
N
S

の
運
用
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

　

広
報
推
進
チ
ー
ム
を
主
体
に
作
成
さ
れ
た

「
京
都
府
社
協
に
お
け
る
S
N
S
運
用
に
あ

た
っ
て
の
基
本
的
な
考
え
方
」
は
、
職
員
全

体
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
役
割
を
果
た
し
て
い

ま
す
。
ま
た
情
報
公
開
の
一
環
と
し
て
、
府

民
の
皆
さ
ん
に
向
け
て
も
、
京
都
府
社
協
と

し
て
の
S
N
S
に
対
す
る
向
き
合
い
方
を

発
信
し
て
い
ま
す
。

　

京
都
府
社
協
で
運
用
さ
れ
て
い
る
大
き
な

広
報
媒
体
と
し
て
本
紙「
京
都
の
福
祉
」、「
京

都
府
社
会
福
祉
協
議
会
公
式
H
P
」、「
京

都
府
社
会
福
祉
協
議
会
X
公
式
ア
カ
ウ
ン

ト
」そ
れ
ぞ
れ
の
媒
体
と
し
て
の
立
ち
位
置
・

役
割
を
意
識
し
、
循
環
を
形
成
す
る
こ
と
を

目
標
に
し
て
い
ま
す
。

 @KyoShakyo_  で検索

フォローをお願いします！

〜
総
合
的
な
広
報
戦
略
の
推
進
〜

府
社
協
S
N
S
か
ら
新
た
な
つ
な
が
り
を

視
覚
に
障
害
の
あ
る
人

参加した職員の声

S
N
S
入
門
研
修

S
N
S
開
始

フ
ォ
ロ
ワ
ー
を

増
や
す
取
り
組
み

運
用
方
法
の
見
直
し

府
内
す
べ
て
の

市
町
村
社
協
と
の

相
互
フ
ォ
ロ
ー

2023 年
6月

2023 年
7月

2024 年
2月 ロ

ー
ド
マッ
プ

様々な取り組みを発信する、
広く知っていただくために
は、職員の意識が大切と思っ
ています。伝えたい相手の
気持ちに立って、分かりや
すく、そして担当者として
の思いを自分らしく表現で
きるよう、これからも励ん
でいきましょう。
福祉人材・研修センター所長　福井

主に研修の告知や実施した
内容を投稿しています。見
ていただいた方にワクワク
感や魅力が伝わるような文
面を考えたり、写真を選ん
だりすることは、自分に
とっても担当研修を多角的
に捉える機会になり、楽し
いです！
　　　　　　研修課　山本

長年の懸案であった公式
SNSを開設することができ
ました。情報を発信すること
は、取組の目的や実施方法を
再確認することにつながり
ます。本会の取組だけでな
く、京都府内の様々な取り組
みをお届けする媒体に育て
ていきたいと思います。
　　　　　　総務課　菊本

今まで SNS は見るものと
思っていました。SNS 研修
があってもややこしいので
やっぱり無理と思いました
が、好奇心旺盛な性格で諦
めるのが嫌なので、周りの
人に教えてもらいながらこ
の間投稿できました。周り
の人に感謝 !!
　　　　福祉人材課　井上

SNS を活用することで、よ
り多くの方に、手軽に社協
の情報を届けられるように
なったと思います。府社協
からの情報発信を通じて、
福祉のまちづくり推進への
関心者が増えると共に、府
社協の応援者が増えること
を期待しています。
地域福祉・ボランディア振興課　黒田

地域の福祉課題を多くの人
たちに知ってもらいたい、
京都の福祉実践のすばらし
さを発信したい！府社協の
アンテナの感度を高め、府
社協の取り組みや会員の
皆さまをはじめ関係団体の
様々な実践を発信していき
ます。
　　　　　事務局長　武田

89



　

令
和
5
年
９
月
5
日
（
火
）、
京
都
テ

ル
サ
に
お
い
て
、
第
72
回
京
都
府
社
会
福
祉

大
会
（
京
都
府
・
京
都
府
社
会
福
祉
協
議

会
・
京
都
府
共
同
募
金
会
・
京
都
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
協
会
共
催
）
を
開
催
し
ま
し
た
。
コ

ロ
ナ
禍
が
明
け
、
通
常
開
催
と
し
て
は
４
年

ぶ
り
の
開
催
と
な
り
、
京
都
府
内
全
域
か
ら

約
5
0
0
名
の
受
賞
者
等
の
皆
様
が
参
加

さ
れ
ま
し
た
。

　

表
彰
式
典
で
は
、
長
年
に
わ
た
り
社
会
福

祉
事
業
に
貢
献
さ
れ
た
民
生
委
員
・
児
童
委

員
、
社
会
福
祉
施
設
、
団
体
、
社
協
の
役
職

員
の
方
々
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
活
躍

さ
れ
た
方
、
ま
た
、
多
額
の
ご
寄
付
や
ご

協
力
を
い
た
だ
い
た
方
々
が
表
彰
状
・
感

謝
状
を
受
け
ら
れ
ま
し
た
。
知
事
表
彰
で

は
、
1
7
0
の
個
人
・
団
体
、
府
社
協
表

彰
・
感
謝
は
3
8
1
の
個
人
・
団
体
、
府

共
募
表
彰
・
感
謝
は
2
2
2
の
個
人
・
団
体
、

京
都
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
表
彰
は
２
の
個
人
へ
表

彰
状
・
感
謝
状
が
贈
呈
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

コ
ロ
ナ
禍
で
は
大
会
を
自
粛
・
縮
小
と
し

て
い
ま
し
た
が
、
今
回
、
社
会
福
祉
の
様
々

な
事
業
や
活
動
に
貢
献
さ
れ
た
方
が
一
堂
に

会
す
る
機
会
を
持
つ
こ
と
で
、
京
都
の
地
域

福
祉
に
関
わ
る
関
係
者
の
幅
広
さ
や
力
強
さ

が
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。

　

式
典
の
最
後
に
は
、
誰
も
が
住
み
慣
れ
た

地
域
で
安
心
し
て
暮
ら
し
続
け
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
、
福
祉
制
度
の
充
実
と
と
も
に
地

域
住
民
、
福
祉
関
係
者
が
主
体
的
に
地
域
づ

く
り
に
参
画
し
、
支
え
合
い
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
づ
く
り
を
構
築
し
て
い
く
こ
と
に
つ
い
て

広
く
府
民
に
ア
ピ
ー
ル
す
る
旨
の
大
会
決
議

文
が
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

　

本
会
と
し
て
も
、
受
賞
さ
れ
た
皆
様
を
は

じ
め
、
つ
な
が
り
を
さ
ら
に
広
げ
深
め
る
こ

　

京
都
府
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
理
事

を
10
年
間
務
め
た
の
み
で
さ
し
た
る
業

績
も
無
く
、
表
彰
は
面
映
ゆ
さ
が
拭
え

ま
せ
ん
。
理
事
に
関
与
す
る
に
あ
た
っ

て
は
、C
S
R
（
企
業
の
社
会
的
信
頼
）

と
S
D
G
s
（
持
続
可
能
な
開
発
目

標
）
が
拠
り
所
と
な
り
ま
し
た
。

　

S
D
G
s
は
世
界
に
目
を
奪
わ
れ

が
ち
で
す
が
、
日
本
の
地
域
社
会
に
も

社
会
福
祉
に
関
係
す
る
テ
ー
マ
が
山
積

し
て
お
り
、
社
会
福
祉
協
議
会
の
取
組

に
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

 （
元
京
都
C
S
R
推
進
協
議
会
会
長
）

と
の
大
事
さ
を
改
め
て
胸
に
刻
み
ま
し
た
。

今
後
と
も
皆
様
と
様
々
な
場
面
で
手
を
携
え

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

府
社
協
会
長
表
彰
受
賞
の

前
府
社
協
理
事
・

明
致
親
吾
氏
の
コ
メ
ン
ト

第 72回

京都府社会福祉大会を開催

ふくしびと 京都府内で福祉の現場で働く人たちの熱い想い、メッセージを生の声でお届けします。
夢中！
熱中 !

相
談
の
選
択
肢
と
し
て
、

M
S
W
が
い
る
こ
と
を

広
め
て
い
き
た
い

　
「
母
が
昔
、
福
祉
関
係
の
仕
事
を
し

て
い
た
と
話
で
聞
い
て
、
福
祉
っ
て
ど

ん
な
世
界
な
ん
だ
ろ
う
と
興
味
を
持
っ

た
の
が
き
っ
か
け
で
す
ね
」
と
話
す
吉

田
奈
央
さ
ん
は
、
京
都
済
生
会
病
院
に

入
職
し
て
８
年
目
に
な
り
ま
す
。
現
在

は
医
療
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
（
以
下

M
S
W
）
と
し
て
、
患
者
さ
ん
や
そ
の

家
族
の
悩
み
な
ど
を
聞
き
、
傷
病
に
伴

っ
て
生
じ
る
心
理
の
社
会
的
な
様
々
な

問
題
の
調
整
を
支
援
し
て
い
ま
す
。

　
「
M
S
W
は
病
院
に
お
け
る
福
祉
の

専
門
職
で
す
。
患
者
さ
ん
が
退
院
後
も

安
心
安
全
に
過
ご
せ
る
よ
う
に
、
関
係

機
関
と
連
携
し
な
が
ら
、
退
院
支
援
を

し
て
い
ま
す
」

　

同
じ
病
気
で
も
、
患
者
さ
ん
の
居
住

地
や
家
族
構
成
な
ど
、
背
景
が
違
え
ば

利
用
で
き
る
社
会
福
祉
制
度
や
サ
ー
ビ

ス
も
違
い
ま
す
。

　
「
以
前
に
こ
う
支
援
し
た
か
ら
次
も

と
い
う
定
型
が
あ
り
ま
せ
ん
。
背
景
や

家
族
関
係
な
ど
に
応
じ
て
、
そ
の
患
者

さ
ん
に
合
う
形
を
模
索
す
る
の
で
、
幅

広
い
知
識
が
必
要
に
な
り
ま
す
」

　

覚
え
る
こ
と
が
多
く
て
大
変
と
吉
田

さ
ん
は
話
し
ま
す
。
そ
れ
で
も
退
院
し

た
患
者
さ
ん
が
、
通
院
の
た
び
に
「
顔

見
に
来
た
わ
」
と
近
況
報
告
に
来
て
く

れ
る
と
、
こ
の
仕
事
に
就
い
て
よ
か
っ

た
と
思
う
そ
う
で
す
。

　
「
相
談
の
選
択
肢
と
し
て
、
病
院
に

も
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
が
い
る
と
い

う
こ
と
を
、
患
者
さ
ん
だ
け
で
な
く
、

地
域
の
方
に
も
知
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
、

活
動
を
広
め
て
い
き
た
い
で
す
ね
」

【場所】京都府長岡京市下海印寺下内田 101
【URL】https://www.kyoto.saiseikai.or.jp
【TEL】 075-955-0111【FAX】075-954-8255

◆この職場を選んだ決め手は？

◆職場のいいところ

◆休日の過ごし方

大学院の頃、医療福祉の講義に来られた
先生に声をかけていただいたのが大きいで
す。研修体制があったのも魅力的でした。

今在籍している福祉相談室には幅広い年
齢層のメンバーが６人いますが、フランク
に話ができ、質問なども気兼ねなくできる
環境なので、ありがたいですね。

映画を見に行くことが多いです。最近で
は『名探偵ポアロ　ベネチアの亡霊』を
見ました。面白かったです。

吉
よ し だ

田 奈
な お

央さんMSW（社会福祉士）京都済生会病院

Rep
ort

【施設名】（福）恩賜
財団 京都済生会病院
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京
都
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福
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TEL.075-252-6291　
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京都府社会福祉協議会からのお知らせ

© 中央共同募金会

本紙は、共同募金の
配分金によって
つくられています。

●本会へのご意見等は、下記URLの「お問合せフォーム」を通じてお寄せください。
　https://www.kyoshakyo.or.jp 京都府社協 検索

令和５年８月 22 日 『株式会社　エス　アール　エム』様 30,000 円
令和５年９月７日  『コープこうべ　災害緊急支援基金　運営委員会』様 100,000 円

ご寄付ありがとうございました。
ご芳志の趣旨に沿い活用させていただきます。

社会福祉施設
総合損害補償しせつの損害補償 インターネットで保険料試算できます

ふくしの保険 検索

令和５年度

●この保険は全国社会福祉協議会が損害保険会社と一括して締結する団体契約（賠償責任保険、医師賠償責任保険、看護職賠償責任保険、雇用慣行賠償責任保険、役員賠償責任保険、サイバー保険、普通傷害保険、
　労働災害総合保険、約定履行費用保険、動産総合保険、費用・利益保険）です。

施設業務の補償プラン１１ （賠償責任保険、動産総合保険等）

施設利用者の補償プラン 22

施設の感染症対応費用補償
オプション５

プラン 11

職員等の補償プラン33
法人役員等の補償プラン44

❶ 基本補償（賠償・見舞）
▶保険金額

身体賠償（１名・１事故）
基本補償（A型）
2億円・10億円 2億円・10億円
2,000万円
200万円
20万円
1,000万円
1,000万円

500万円

2,000万円
200万円
20万円
1,000万円
1,000万円

500万円
1事故10万円限度 1事故10万円限度

死亡時100万円
入院時 1.5～7万円
通院時 1～3.5万円

見舞費用付補償（B型）

財物賠償（１事故）
受託・管理財物賠償（期間中）
うち現金支払限度額（期間中）
人格権侵害（期間中）

2,000万円 2,000万円徘徊時賠償（期間中）
身体・財物の損壊を伴わない経済的損失（期間中）

事故対応特別費用（期間中）
被害者対応費用（１名につき）

傷害見舞費用

賠
償
事
故

お
見
舞
い
等

老人福祉施設、
障害者支援施設、
児童福祉施設などに

スケールメリットを活かした割安な保険料で
充実補償をご提供します！
スケールメリットを活かした割安な保険料で
充実補償をご提供します！

●このご案内は概要を説明したものです。詳細は「しせつの損害補償」手引またはホームページをご参照ください。●

〈引受幹事
保険会社〉

社会福祉法人全国社会福祉協議会団体契約者 取扱代理店 株式会社福祉保険サービス
損害保険ジャパン株式会社 医療・福祉開発部 第二課
TEL：０３（３３４９）５１３７
受付時間：平日の9:00～17:00（土日・祝日、年末年始を除きます。）

◆加入対象は、社協の会員である
　社会福祉法人等が運営する社会
　福祉施設です。

〒100‒0013 東京都千代田区霞が関３丁目３番２号 新霞が関ビル１７Ｆ
ＴＥＬ：０３（３５８１）４６６７　
受付時間：平日の9:30～17:30（土日・祝日、年末年始を除きます。）

保険期間１年

❶休業や縮小営業による収益減少はもちろん、収益減少を防止・軽減する
　ための人件費なども補償
❷消毒・清掃費用や自主的なPCR検査費用など、かかった費用を幅広く補償
❸感染症対応特別費用で定額20万円を早期に受取り

休業補償から各種対応費用までワイドな安心

（SJ22-12033から抜粋）

研修のことや制度のことなど、
福祉のいろいろな情報を
つぶやいていきます。　 （旧Twitter）

はじめています！ フォローをお願いします！
 @KyoShakyo_  で検索

現在、募集中の研修は
右記二次元コードより
ご覧ください。
https://www.kyoshakyo.
or.jp/topics/boshyu

研修課ではさまざまな研修を企画・実施中です。
令和５年度に実施予定の研修は右記
二次元コードよりご覧ください。
https://www.kyoshakyo.or.jp/
topics/boshyu/2952
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